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世界初！無菌化ノリのゲノム情報解読に成功 

 

 
 

スサビノリはノリ養殖業の主要対象種で、おにぎりや巻き寿司などに使われる身近な紅藻類の一種です。水

産総合研究センターは、日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社（現、株式会社日立ソリューションズ）、

日本ソフトウェアマネジメント株式会社と共同で、スサビノリの全ゲノム DNA 配列の概要解読に取り組んで

いますが、共在菌混入のため、無菌化したスサビノリだけのゲノム情報はこれまで明らかにされていません。 
このたび、世界で初めて、共在細菌等の混入 DNA を除去した純度の高いゲノム情報を追加整備し、国立遺

伝学研究所・九州大学と共同して合計約 4300 万塩基対の DNA 配列に集約することに成功しました。これに

より、スザビノリがコンパクトなゲノム構造を持つことが明らかになりました。これらは世界初の共在菌を除

いた植物のゲノム解読であり、学術的にも価値が高いものです。この情報の活用により、紅藻類のモデルゲノ

ムとしての学術研究がさらに加速し、優良品種の作製や品種識別手法の開発につながるものと期待されます。 
これらの成果をまとめた論文が、国際学術雑誌 PLOS ONE 電子版 2013 年 3 月 12 日に掲載されました

（http://dx.plos.org/10.1371/journal.pone.0057122）。また、スサビノリの DNA 配列データは、当センター

HP からダウンロードできます（http://nrifs.fra.affrc.go.jp/ResearchCenter/5_AG/genomes/nori/index.html）。  
 
＊この成果の一部は、水産庁委託事業「漁場環境・水産資源持続的利用型技術開発事業」により得られたもの

です。 
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・スサビノリの共在菌を除いた、スサビノリだけのゲノム情報を世界で初めて解読しました。 
・これにより、スサビノリはコンパクトなゲノムを持つことがわかりました。 
・全ゲノム情報の中からノリの有用形質に関連する遺伝子を発見できました。 
 

プレスリリース 

※本件は水産庁記者クラブ、農政クラブ、農林記者会、神奈川県政記者クラブ、神奈川テレビ記者会、

文科省記者クラブ、科学記者会、三島記者クラブ、九州大学記者クラブに配信しております。 

 
解禁時間は 3 月 13 日 11 時 
新聞（紙面掲載）  ： 日本時間 平成 25 年 3 月 13 日（水）夕刊 
テレビ・ラジオ・インターネット ： 日本時間 平成 25 年 3 月 13 日（水）午前 11 時 

http://dx.plos.org/10.1371/journal.pone.0057122
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【本研究の経緯】 

我が国でのノリ養殖は、生産額としては海面養殖業の約 2 割を占める最重要産業のひとつです。水産総合

研究センターでは、将来の品種改良などへの応用を見据え、日立ソフトウェアエンジニアリング株式会社（現、

株式会社日立ソリューションズ）、日本ソフトウェアマネジメント株式会社と共同で、ノリの一種スサビノリ

(学名：Pyropia yezoensis)の全ゲノム配列の概要解読を試みてきました。実際に、これまでの研究によって

品種判別マーカーの開発やヒートショックタンパク質の単離など、重要な成果が得られています。 
しかしながら、ノリの表面（葉状体、写真左）には多くの細菌が付着してノリと共在（あるいは共生）し

ています。このため、解読した DNA 配列の中に細菌由来の DNA 配列も多数混入しているという問題が残さ

れていました。そこで、水産総合研究センター西海区水産研究所がスサビノリの無菌化細胞（無菌プロトプ

ラスト、写真右）を開発し、細菌 DNA の混在しないスサビノリ DNA を調製しました。調製した DNA サン

プルを、水産総合研究センター中央水産研究所に配備された次世代シーケンサーを用いて解読し、国立遺伝

学研究所・九州大学と共同で配列解析を行いました。これにより、スサビノリのゲノム情報がさらに精密な

ものとなり、網羅的な遺伝子探索が可能となり、優良品種の作製や品種識別手法の開発につながるものと期

待されます。こうした経緯から得られた成果をとりまとめた論文が、2013 年 3 月 12 日に国際雑誌 PLOS 
ONE に掲載されました。 
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スサビノリ葉状体 

 

スサビノリのプロトプラスト。平均の直径は

約 20μm。 
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【論文概要】 
共在細菌等の DNA を除去した純度の高いスサビノリ核ゲノム配列を解読し、合計で約 4300 万塩基対の

DNA 配列に集約しました。これは従来の推定よりもコンパクトなゲノム構造を持つことを示唆しています。

また、網羅的な解析によりゲノム DNA 配列から約１万個の遺伝子を予測することができました。他の藻類や

植物との遺伝子レパートリーの比較から、ノリにのみ存在する遺伝子が多数発見されました。この中から、ビ

タミン B12依存のメチオニン合成酵素も見つかりました。ノリはビタミン B12を多く含む食品として知られて

いますが、これらは環境中の細菌が供給源と言われています。本研究の知見はノリ自身がビタミン B12をどの

ように活用しているかを解き明かす手掛かりとなります。加えて、光合成関連とりわけフィコビリソームに関

係する遺伝子の中から、ノリの赤い色合いに関係する遺伝子候補を発見しました。この遺伝子の機能を調べる

ことで、紅藻の赤色がどのようにして調節されているかが分かる可能性があります。これらすべては、従来ま

での紅藻類研究では報告されてこなかった新しい知見であり、学術的にも高い価値を持っています。本研究成

果は、ノリ養殖のみならず他の紅藻類研究にも基礎情報を提供しうるという意味で、国際的にも非常に注目さ

れるものと言えます。 
 
【用語の説明】 
スサビノリ（学名：Pyropia yezoensis。以前は Porphyra yezoensis と呼ばれていた） 
ウシケノリ科アマノリ属に分類される紅藻類の海藻で、ノリの一種。ノリ養殖の対象として最もよく用いられ

る。一年を通じて葉状体と糸状体という形態を繰り返し、このうち葉状体がいわゆる食べ物としての海苔の原

料となる。 
 
DNA（デオキシリボ核酸、deoxyribonucleic acid） 
生体物質の一種で、糖・リン酸・塩基から構成される。DNA は４種類の塩基によって互いに区別され、生物

の遺伝情報を担う。DNA 配列（または塩基配列とも言う）の解読とは、この４種類の DNA の並び方を調べ

ることである。 
 
ゲノム(genome) 
"gene（遺伝子）"と集合をあらわす"-ome"を組み合わせた言葉で、生物のもつ 遺伝子（遺伝情報）の全体を

指す。その実体は生物の細胞内にある DNA 分子であり、遺伝子や遺伝子の発現を制御する情報などが DNA
配列の中に含まれる。 
 
プロトプラスト(protoplast) 
 

http://dx.plos.org/10.1371/journal.pone.0057122


主に植物において、細胞壁を特殊な処理により分解して得られる細胞。本研究では、スサビノリの細胞壁に強

固に付着する細菌を除去するために種々の酵素処理を行い、プロトプラスト化してそこからノリの DNA を抽

出した。 
 
次世代シーケンサー 
DNA 配列の解読に用いる機器をシーケンサーというが、2000 年代中ごろまで主流だった第 1 世代型に対し

て、より低コストできわめて大量の DNA 配列を解読することができるシーケンサーをいう。 
 
メチオニン合成酵素 
必須アミノ酸であるメチオニンを合成するのに必要なタンパク質。補助物質としてビタミン B12が必要なタイ

プとそうでないタイプの２つがある。ビタミン B12を必要とするタイプのメチオニン合成酵素遺伝子は、紅藻

では今まで見つかっていなかった。 
 
フィコビリソーム 
藻類において、光を吸収する機能に関わるタンパク質が集まったもの。構成要素の中にフィコエリスリンとい

う色素タンパク質があり、これが紅藻の名の由来である赤色のもととなる。 
 


